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市販配合飼料のセレン含量 と配合飼料へのセレン添加が

卵のセレン濃度および卵質におよぼす影響 *

大石武士H 
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22種類であった｡飼料は粉砕後セ

レンの分析に供 した｡

市販配合飼料-のセレンの添加が卵のセレン濃度

とその晶質におよぽす影響を知るため,供試鶏とし

て200日齢のロ- ドアイランドレッド種の産卵篤20

羽を用い,単飼ケージに収容し自然条件下で飼育し

た｡実験期間は 9i眉間とし,それを次の如 く3期に

分割した｡最初の 3週間は市販百己合飼料を給与した｡

ft toneno一 ieseenuk/g03m,hant g Th mc

augH hUbtu一 ieenudedew ha m,it ds

.l ieenum

kg/

kg/

02.

04.

そのセレン沸度は 3mg であった.次の 3週

を亜セレン酸ナ トリウムで中寺症状が発生しない程 間はセレン漉度が mg となるように,最後の 

種麹用 1種類の計 

ン浪度を明らかにし,また,配合飼料のセレン濃度

度に段階的に増加させた場合,生産物である卵のセ kg/05.3週間は mg となるように亜セレン酸ナ ト

レン濃度やその品質がどのような影響を受けるかに リウムを添加 した市販配合飼料を給与し,それぞれ

ついて検討した｡ を Ⅰ,ⅠⅠ期およびlIl期 とした｡飼料および飲水は, 

'4:研究の鼓FIJ平成 3年10月,日本巣t ･女4才会近*支帯大会 (帝且)にて尭兼した｡ 
"JL 書虚字研究室 Lbo l lCPC. aut fAgiutr, nlU 】esL.Naa6日学科 (a.fAnmaSlneFClyo rclueXlk nvril r 3

ⅠⅠ 材料および方法

糞鶏用として市販されている 4社の配合飼料のセ

レン沸度を測定した｡幼捉用,中社用および大社用

はそれぞれ 3種類,産卵鶏用は 6種類,肉用鶏育成

前期用および肉用鵜育成後期用はそれぞれ 3種類,

laswhere esstts,

Ⅰ 緒 言

セレンが家畜 ･家禽にとって必須の微量元素であ

ることは良 く知られている■)が,セレンに関する多

くの知見が音律されるにしたがって,家畜にたいす

るセレンの必要最 も再検討されている｡近年,わが

国でも家畜のセレン要求丑の見直しと飼料へのセレ

ン添加の是非が論議されている2-1㌧しかし,飼料原

料中のセレン濃度についての報告5)はみられるが,

それらを原料として製造された配合飼料のセレン浪

度については知られていない｡また,飼料にセレン

を添加 した場合の生産物のセレン濃度やその品質に

およぽす影響について充分な検討が行われていると

は言い難い｡そこで,わが国の市販配合飼料のセレ
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いずれの期においても自由摂取 とした｡実験期間中,

飼料摂取量および産卵状況は毎日記録した｡それぞ

れの期の終了時に体盤と血液および兼 ･尿混合物の

セレン濃度の測定を行った｡また,各期の皐後の 3

日間に供試鶏から産卵された全ての卵について,那

並,卵黄重量,卵白虫量,卵殻犀,ハウユニット,

第 2号 199

の 6mg であった｡中社用,大推用および産卵

鶏用飼料のセレン濃度は低い傾向にあった｡これら

は他の用途の飼料に比べ要求される粗蛋白質量が低

いので,蛋白質源として用いられ,セレン含量 も高

いとされる魚粉の配合量が少ないことがこのような

傾向を示した要田と推測された｡また,数種の飼料

)3

kg/


(
6

03.

卵黄色調を測定した｡卵殻厚は卵殻厚測定器 (富士 でセレン濃度が kg
/
mg を上回るもの も認めら

座は 3mg/kgO.

03.

平工業製)を用いて卵の先端部,中央部,鈍端部の れたが,それぞれの用途の配合飼料の平均セレン濃

卵殻厚を測定し,それらの平均として求めた｡ハウ を下回った｡現在のわが国の鶏用飼

ユニットは卵並と平面なガラス坂上に割卵した場合 pm0.兼標準8)によれば,鶏のセレン要求量は 6p

の濃厚卵白高から計弊式によって算出した6)｡卵黄 されているので,本実験で示された配合飼料のセレ

と

色調は の色調板 (1段階)を用いて測定した｡

卵黄および卵白丑丑はそれぞれを分別収集して,天

5R hoce

秤でその生見を測定した｡卵費および卵白のセt/ン

瀕度 も測定した｡各期の終了時に 5羽ずつを屠殺解

体し,肝臓および腎臓を精出しセレン濃度の測定に

供した｡卵費,卵白,肝臓および腎臓は凍結乾燥し

たのち粉末とし,セレンの分析に供 した｡なお,分

析に供するまでは冷蔵庫内に保存した｡セレンの分

ン沸度は要求丑を充足するが,NRC標準では各種

3.家畜のセレン要求丑は最近改定され,0 mg

でのセレンの添加を認めていることが報じられてい

る3)｡従って,本実験の結果は,いずれの用途の配合

飼料のセレン濃度も平均的には NRC標準を下回っ

ている｡魚粉中のセレンの利用率が低いこと5)やセ

レンの免疫機能の向上9】や耐病性にたいする犠能10)

を考慮すれば,わが国の養鶏用飼料として用いられ

kg/ ま

3析は硝酸と過塩紫酸で湿式灰化 したのち2-

ノナフタレンを用いる蛍光法7)によって行った｡ べき状態にあるとはいえない可能性が示唆された｡

市販配合飼料へのセレン添加が卵のセレン濃度と

III 結果および考察 卵賞におよぽす影響

市販配合飼料中のセレン濃度 飼料のセレン濃度は体塩に影響を与えなかった｡

1ジアミ ている市己合飼料中のセレン浪度は,必ずLt)満足す

50.表 1に用途別の市販配合飼料のセレン濃度を示し 飼料摂取丑はセレン添加で有意 (p<0 )に増加 し

た｡市販配合飼料中のセレン濃度は同一用途でもか

なり変動が認められた｡また,用途によって特定の /02.

kg

kg/

0.

0, .

た｡また,産卵率は 4mg/ のセレン濃度の場合

最も高 くなったが 5mg では対照の 3mg

セレン浪度を示すことはなかった｡これは現在,わ

が国では飼料へのセレンの添加が認められていない

ので,セレン漁度は配合に用いられた飼料原料中の

セレン浪硬に依存しており,意識的にセレン浪度を

調丑することが凶難な現状を反映しているのであろ

う｡虫もセレン浪度が高かったのは極熱用配合飼料

kgの場合と有意な差は認められなかった｡セレンは

免疫機能の向上や耐病性にも関与することが示唆さ

れている9)ので,これらが飼料摂取是を増加させ,産

卵率の改尊をもたらす可能性が推測されるが,高産

卵率を得るために必要な最適な飼料セレン濃度に関

してはなお詳細な検討が必要であろう｡表 3に飼料 
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iond trouc

)kg/

005.004.3
02.

のセレン濃度が血液,肝臓,腎臓,卵および排滑物 れなかった｡ しかし,卵白の場合は卵黄と異なり.

中のセレン血におよぽす影甥を検討した結果を示し

るものと推測される｡肝臓,腎臓中セレン濃度 も飼 器中のセレン濃度が一定丑以上に増加しなかった原

料へのセレン添加で増加したが,血液の場合と同様 因の一部をなすものと推測された｡飼料中のセレン

gkeg,lo

2.
Tcoた｡S Tら川 は要求丑以上のセレン丑が飼料に添 る )のにたいし,卵白は卵管で短時間に形成される

加されてもそれに比例して,血糖中のセレン濃度は などの形成過程やその場所の相違によるものと推測

上昇せず,セレンの要求魚付近で恒常性機構が存在 されたC排他物中のセレン濃度は,血液や臓器の場

し,要求丑以上のセレンが存在する場合にはその吸 合と異なり,セレンの添加点に比例 して増加したO

収は低下し,逆に排出が克進することを認めている｡ これは前述したごとく摂取セレン点が多 くなると排

k の場合には統計的に有意な差は認められなかっg

kg0.

/0.kg0.

セレン濃度を 5mg/ に増加 させた場合のみセ

たO血液中のセレン浪度はセレン添加で増加した. レン濃度は増加 し,卵黄に比較 して飼料中セレンの

しかし,飼料中セレン濃度が 4mg/ と 5mg 影響が少ないことが推測されたOこれは卵黄前駆物

`
 

他されるセレン舟が増え,体内での恒常性を維持 しkg0.kg.従って,04mg/ と 5mg/ の場合に,血液中

のセレン濃度に有意な差が認められなかったのは ようとする10J機構によるものであろう｡また,この

S Tco )が指摘するような恒常性維持横能によTら】1 ことが飼料中のセレン渦度を増加させても血液や席

2
1.
± 0

質が肝臓で作 られ,卵黄の形成には 7-12日を要す

20.
9.
11
1±1 ● 

kg0.kg0.に飼料のセレン濃度が 4mg/ と 5mg/ の

場合に有意な差は認められなかった｡卵貴の場合も を表 4に示した｡基礎飼料である市販配合飼料にさ

飼料中のセレン濃度を増加させるとそのセレン濃度 らにセレンを添加した場合,卵重は重 くなる傾向を
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示したが,卵歪は飼料摂取丑や産卵率などによって

も影野されるので,更に実験期間を延長するととも

/0.

kg0,kg

は増加したが,肝臓や腎臓の場合 と同様に 4mg

と 5mg/ のセレン渦度で有意な差は認めら

l
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に,供試羽数を増やしての検討が必要と考えられる｡ いられた程度のセレン量の添加は飼料摂取量を増加

卵黄重量もセレン添加で有意 (p<0 )に盃 くなっ5
0. させ,結果として卵並の増加や摂取カルシウム農の

たが,卵白はほとんど影響を受けなかった.従って, 増加による卵殻厚を改善するなど,二次的に生産物

卵垂での増加傾向は卵黄並の増加にその大半が起因 である卵の晶質の改尊につながる可能性が示唆され

していると考えられる｡セレンは鶏の脂肪肝の防止 た｡ 

にたいして影響するなど脂質代謝とも関連する可能

IV 要

多い卵黄の形成に何らかの関連性を有するとも考え わが国においても家畜用飼料へのセレンの添加の

られるが,本実験のみでは明らかでなく,今後の検 是非が論議されているので,鶏用市販配合飼料中の

討が必要であろう｡卵殻厚は飼料中のセレン濃度が セレン濃度の実態を明らかにするとともに,市販配

約性が示唆されている13)ので,あるいは脂質含有丑の

mg の場合に澱も厚 くなった｡卵殻の厚さは 

代謝と密接に関係しており川,セレンとの関係は

kg
/
04.

Ca

合飼料を基礎飼料 として,セレン漉度を段階的に増

加させた場合の生産物である卵のセレン濃度や品質

まだ明らかでない｡本実験でセレン添加で卵殻犀が におよぽす影響について検討した｡結果は次のごと

増加 したのは,飼料へのセレン添加によって飼料摂 くであった｡

Ca,取玉が増え 摂取量が増加 したことがその原因で

あろうと推測された｡ハウユニット値は飼料中のセ

レン沸度が異なってもほとんど変化しなかった.ハ

ウユニット値は濃厚卵白の高さがそれを決定する要

因の一つであるので,本実験のごとく産卵された目

に割卵 して測定した場合には,飼料成分の影響が明

確に判定出来なかったのであろう｡卵黄色調は飼料

中のキサントフィル量によって影響され15),セレン

との関係は明らかではない｡ しかし,セレン添加で

飼料摂取量が有意に増加すれば,必然的にキサント

フィルの摂取量が増加し,二次的に卵黄色調を改善

する可能性がある｡

以上の結果,現在,わが国で実用されている市販

の産卵用配合飼料のセレン沸度を若干増加 させて

ち,生産物である卵のセレン沸度は現在用いられて

いる市販配合飼料を給与 した場合に比較して大きく

市販配合飼料中のセレン浪度は,かなり変動が認

kg/03.められたが,その大部分は平均的には mg 以

下のセレン濃度であった｡セレン添加を行っても卵

中のセレン濃度は僅かしか増加せず,特に,卵白中

のセレン沸度は卵黄に比較 して飼料のセレン濃度の

影響は少なかった｡卵垂は飼料中のセレン濃度の増

加によって改善され,特に卵黄重量でその傾向が強

かった.卵殻犀 t)飼料中のセレン濃度が高 くなると

厚 くなったが,これは飼料中のセレン濃度が増える

と飼料摂取丑が増加 したことによる二次的な効果と

推測された｡

ハウユニット,卵黄色調等は飼料中のセレン浪度

の影響を受けなかった｡
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